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論　語　義　銃　撃　而　篇　札　記

高　　橋　　　　　均

Notes on Lunyu-Yishu

Hitoshi Takahashi

ま　え　か　き

本第は先に発表した　≪論語義疏皇侃序札記≫ (漢文学会会報第三十号･昭和46年6月)につづく

もので, ≪学而篇≫をあつかう｡

校勘に用いた諸本を列記すると,

(1)論語義疏十巻　梁皇侃疏　文明十四年(1482)写,国立国会図書館蔵(略称　国会図書本)

(2)　同　　文明十九年(1487)写　慶応義塾大学附属研究所斯道文庫蔵(略称　大槻本)

(3)　同　　延徳二年(1490)写　大東急記念文庫蔵(略称　延徳本)

(4)　同　　天文十年(1541)写　慶応義塾大学図書館蔵(略称　天文本)

(5)　同　　宝徳三年(1451)写?主婦の友社お茶の水図書館蔵(略称　宝徳本)

(6)　同　　室町期写

(7)　同　　室町期写

(8)　同　　室町期写

(9)　同　　室町期写

(10)　同　　室町期写

(ll)　同　　室町期写

慶応義塾大学附属研究所斯道文庫蔵(略称　江風本)

慶応義塾大学附属研究所斯道文庫蔵(略称　宝勝院本)

慶応義塾大学附属研究所斯道文庫蔵(略称　林本)

蓬左文庫蔵(略称　蓬左本)

大東急記念文庫蔵(略称　久原本)

足利学校遺蹟図書館蔵(略称　足利本)

また教壇出土論語疏については,上記諸本と様相を少しく異とするので,必要とする個所だけを

示めすにとどめ,異同の全てを示してはいない｡

上掲諸本の校記,労注,とりわけ国会図書本欄外の校記は参考としてとりいれた｡国会図書本の

校記に引かれるのは｢舌写本｣ ｢写本｣ ｢印本｣の三本で,その内, ｢舌写本｣については数条を除

いては大槻本と合致し, ｢印本｣とは根本伯傍の刻したいわゆる根本本であるが, ｢写本｣について

紘,今は不明である｡

また清の呉番の≪論語義疏参訂十巻≫ (参訂と略称),武内義雄氏校定本校勘記(校勘記と略称)

をあわせ参考とした｡

先の≪論語義疏皇侃序札記≫と同じく,武内氏校定本を底本とし,経文は第1宇目より,何鼻注

は第2字目より,皇侃疏は第3宇目よりはじめ,必要の個所に圏点を付してある｡

本篇の調査にあたり斯道文庫に大変お世話になった,記して謝意を示す｡
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本文

論語義疏巻第一鷺霊　梁園子助教呉郡皇侃撰(l a 1)

林本同,

国会図書本,天文本,江風本,久原本,宝勝院本,蓬左本

論語義疏巻第一鷺霊

大槻本

論語義疏巻第一

宝徳本

論語第一

延徳本

論語拳而第一鷺霊

足利本

何畳集解　皇侃疏

何畳集解　皇侃疏

何畳集解　王侃

何畳集解凡十六章

論語義疏巻第-　　　　梁園子助教呉郡皇侃撰

論語義疏の巻首がどのようであったかは,今にわかには決め難い｡武内氏がこのよう

に定めたことについては,校勘記に｢文明本毎巻首大題下注巻中篇名,唯此巻拳而為政

四字在中題下,今接他巻例改正｣とある｡敦蛙本は畢而第のはじめを欠くが,八倍篇首

に｢論語疏第二｣とのみある｡

論語拳而第-　　　　何畳集解凡十六章(I a 2)

延徳本無此十四字｡

国会図書本,大槻本,天文本,久原本,宝勝院本,蓬左本,宝徳本,江風本

尊而第一　　　　　　　疏

林本

草而第一

足利本

論語草而第-　　　　　何畳集解

校勘記に｢久原本毎篇名上無論語二字,文明本草而為政里仁薙也述而泰伯子寧郷真勇

日十第皆篇名上有論語而字,他篇則無,蓋皇疏原式巻首無大題,故毎小題上冠以論語雨

字,及後人改薦増大題而遂去之,故諸篇小題之次大題者,特無此雨字也｣とある｡

拳而鵠第一〇第別目(I a3)

大槻本一字下有第字｡

大槻本一字の下に｢他本多脱篇上帯字｣と労記あり｡

多分薦科段実(Ia3)
○

根本本同,各本無英字｡
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首末相次無別科重(1 a 4)
○

根本本無重字｡

而以拳而最先着(I a4)
○

根本本同,各本以字作持字｡

皇疏に｢亦用持教授於世也｣, ｢古老賦田持首畝地給-農夫也｣などとあることからみ

て,持とするのが正しいのではなかろうか｡

而者因の也(I a5)
0 0 0 0 0

根本本同,林本無の也二字,諸本無而者因の也五字｡

延徳本,江風本はこの五字を労記する｡この文,前に｢故以拳而禽先也｣とあり,後

に｢第着審諦也｣とあるように, ｢拳而第一｣の｢第一｣についての説明であって,ここ

にまた｢而｣についての説明が入いるのはおかしい｡前後の文よりみて,後の｢畢而時

習之｣についての皇疏｢而猶因の也｣がここに寛人したのかもしれない｡

以拳而居首(Ia6)
○

大槻本居字作虚字｡

大槻本に｢異本居｣との労注あり｡

子者指於孔子也(I a 7)
0

国会図書本無於字｡

国会図書本欄外に｢三本共指下有於｣と校記あり｡

子是有徳之稀(I a7)
○

宝徳本徳字作道字｡

集解｢馬融日,子者男子通稀｣の皇流に｢凡有徳者皆得稲子｣とある｡

許氏説文云開口吐舌謂之為日(I a 7)

劉氏論語正義に｢日者,皇疏引説文云,開口吐舌謂之為日,邪疏引説文云,日詞也,

従口乙聾,亦象口乗出也,所引説文各異｡段氏玉裁校定作従口乙,象口束出也｡｣とあ

る｡

必被印可(Ia9)
0 0 0 0

林本無必被印可四字｡

故稗此子日通冠一書也(1 a 9)
○

根本本無此字｡

拳従幼起(Ib2)
0

国会図書本起字作赴字｡

字形の似ていることによって誤ったのであろう｡国会図書本欄外に｢赴作起｣と校記

能招朋衆友之由也(Ib2)
○

根本本同,各本由宇作日宇｡
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故能招友鵠次也(Ib3)
○

宝徳本無也字｡

又従人不知詑不君子乎(I b 4)
○

宝徳本,大槻本無不字｡

参訂に｢不下疑脱亦字｣とある｡

然後能薦師能薦師(I b 5)
○

国会図書本,延徳本,天文本,江風本,宝勝院本,･久原本,蓬左本無能字｡

国会図書本欄外に｢舌写本印本共師薦之間有能字｣と校記｡

然後能薦長(Ib5)
○

延徳本,天文本無能字｡

学記にはいずれも能字がある｡

然後能番長能番長(I b 5)
0　0　0　0　0　0　0　0

宝徳本無此八字｡

然後能為○君(Ib6)

根本本同,久原本番字下有成字｡

大槻本,国会図書本,延徳本,天文本,宝勝院本,林本,足利本,蓬左本番字下有師字

江風本は師字を労記し,国会図書本欄外に｢写本印本共鵠君之間無師,本文井無｣と

校記｡

挙党也悟也(Ib6)
0

延徳本悟字作語字｡

参訂に｢朱型家日,白虎通云,拳之寓言覚也,悟所不知也｡正義云,尊者覚也,覚悟

某所未知也｡此輿微異｣とある｡

言用先王之道導入○惰性(I b 6)
○

国会図書本欄外に｢写本王下無之字,人情之間有之字｣と校記｡今それに該当するテ

キストを見ない｡ I

便自覚悟也(Ib7)
○

根本本也字作而字｡

去非取是積成君子之徳也(I b 7)
o o o o o o o o o o o

宝徳本無此十一字｡

凡拳有三時(Ib7)
○

宝徳本有字作者字｡

邪疏引く皇疏は有とする,宝徳本の誤り｡校勘記に｢此俵興部疏所引文相不同｣とあ

る｡

二〇就年中薦時(Ib7)
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国会図書本,江風本二字下有者字｡

前後の文より見て街字であろう｡

長則揮格(Ib8)
○

参訂に｢朱型家日,梓扉豊栗記作拝｣とある,郡疏の引く皇疏も｢拝｣とする｡

-就身中者(Ib8)

参訂に｢朱型家日,中下疑脱為時二字｣とある,邪疏は｢身中時｣とする｡

則勤苦而難成(Ib9)
0

根本本間,各本勤字作勲字｡

千線字書に｢勤勲(上勤労,下感熱)｣とある｡

故○内則云六年教之(Ib9)

林本故字下有日宇｡

七年○男女不同席(Ib9)

根本本間,国会図書本年字下有数字,諸本有教字｡

国会図書本欄外に｢写本数作教｣と校記｡

十五年成童舞象(2a 1)

参訂に｢朱型家日,今内則無十五年三字,審按皇疏中引各経毎兼注文,鄭注内則云,

成童十五以上,故云十五年｡｣とある｡

春夏拳詩聖秋冬草書扉豊(2 a 2)

参訂に｢朱型家日,考今王制中無此二語,故正義述皇氏之説,而於所引王制則改云,

春秋教以鰻栗,冬夏教以詩書,下又補引文王世子云,寿詞夏弦秋拳薩冬講書,疑皇所引

王制改偶誤記也｡｣という｡

詩聖是聾聾亦軽清(2 a 3)
0 0

宝徳本鰹清二字倒｡

則薦易入也(2a3)
○

久原本為字作乃字

字形の似ていることにより誤ったのであろう｡敦堤本は｢則易入也｣と蔑字がない｡

戒蔦修青息蔦湛蔦(2 a 5)
0           0

国会図書本戒字作厳字｡

江風本,久原本港字作遊字｡

単記は｢息鳶遊蔦｣とし,邪疏所引も同じ.教壇本は辞意の二字がない｡

今云拳而時習之者(2 a 5)
○

国会図書本云字作者字｡

国会図書本欄外に｢三本今者作今云｣と校記｡

時是日中之時也(2a5)
○
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江風本無之字｡

邪疏に｢日中時｣とある｡

日夜所替也(2a6)
0

延徳本替字作賛字｡

字形の似ていることにより誤ったのであろう｡

之之於所孝之業也○ (2a 6)
○

林本無所字｡林本,久原本也字下有蔦耳乎哉四字｡

悦者懐抱欣暢之謂也(2 a 6)
○

l

国会図書本暢字作暢字｡

国会図書本欄外に｢三本共作暢是也｣と校記｡

如問之然也(2a8)
○

国会図書本也字作之字,江風本作云之二字｡

国会図書本欄外に｢三本共然之作然也｣と校記｡

子者男子○通稀○ (2a9)

宝徳本,林本子字下有之字｡

国会図書本,大槻本,天文本,江風本,宝勝院本,足利本稀字下有也字｡

大槻本に｢之本注｣ ｢也本注無｣,延徳本に｢異本稀下有也｣と労記｡

時者尊者以時講習也(2b l)
○

大槻本に｢之字也｣と労記｡

所以薦悦慢也(2b3)
○

江風本無徳字｡

江風本労注により薦字を補う｡

然王此意即○日中不忘之時也(2b 3)
○

各本即字下有是字｡国会図書本,天文本,宝勝院本,蓬左本,根本本忘字作怠字　下同｡

教壇本にも是字があり,諸本と合致する｡また,皇疏に｢三就日中為時者,前身中年

中二時而所時,並日日修習不暫駿也｣とあることによると,息とするが是か｡

此第二段明○取友交也(2b4)
0   0

国会図書本,天文本,蓬左本明字下有同字｡

宝勝院本無取字｡

林本,根本本同,諸本無交字｡

友者有也(2b5)
○

大槻本,延徳本,林本,久原本,宝徳本,足利本無者字｡

国会図書本欄外に｢古写本友者之者無｣と校記,敦燈本もまた者字がない｡

契閲飢飽(2b5)
0　0
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大槻本,延徳本,宝勝院本,蓬左本,林本契字作実字,江風本,久原本,足利本作契｡

国会図書本,大槻本,

則千里之外違之(2b 6)
○

宝徳本無之字｡

林本,久原本間字作手閥字｡

故○可為栗也(2b7)

江風本故字下有為字｡

招朋己白可薦欣(2b8)
○

宝徳本無日宇｡

●　　　　教壇本には｢自可｣の二字がない｡

遠至禰復可栗(2b8)
○

大槻本復字作後字｡

字形の似ていることで誤ったのであろう｡

友至故忘言(2b8)
○

宝徳本無至字｡敦蛙本もまた至字がない｡

但釆必先同門(2b8)
○

国会図書本,天文本,足利本但字作倶字｡

国会図書本欄外に｢三本共倶作但｣と校紀｡

悦之輿奨倶是憾欣(2 b 9)
0   0

宝徳本,延徳本倶字作但字｡

大槻本懐字作惟字｡

教壇本も倶字を但字と作り,宝徳本,延徳本に合する｡

向得講｡習在我(2b9)
0 0

宝徳本無得字｡

根本本同,宝徳本講字作詞字,諸本講字下有諦字｡

敦堤本も得字がなく,宝徳本と合する｡ここは講習であろう,講習とするは前の重商

注に｢時者単著以時諦習也,講習以時｣とあることによって改めたもので,講諦習は労

記注が疏文に混入したのであろうか｡敦堤本も講習とする｡後に｢君子以朋友講習｣と

見え, ｢停不習乎｣の何注に｢得無素不講習而博之乎｣とあり,その皇疏に｢言所博之

事,無得本不経講習而博之也｣とある｡

○自得於懐抱(3al)

延徳本臼字上有必字｡

況其近著乎(3a2)
○

国会図書本欄外に｢舌写本写本共近作適｣と校記｡

葛氏日同門日朋也(3a 3)
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校勘記に｢文選古詩十九首注引之,以禽鄭注｣とある｡皇疏より見ると,皇侃の依っ

たテキストは奄氏注としていたようである｡月洞氏≪輯供論語鄭氏注≫はこの注を鄭玄

注とすることに,疑いを存している｡参訂に｢朱型家日,奄氏之注疑出千古記｡白虎通

云,朋者真也,友者有也, Ji豊記日,同門日朋,同志日友｡然姓氏所引嘗出古記,今戴記

中無此文,皇氏所以引鄭周鰻注歎｡｣という｡

然○何集注皆呼人名(3a 3)

久原本然字下有則字｡

奄名成(3a4)
0 0

宝勝院本,蓬左本宅名二字倒｡

君子有徳之稀也(3a 6)
○

大槻本,富徳本,林本,足利本徳字作道字｡

国会図書本欄外に｢古写本有徳作有道｣と校記あり｡ ｢子｣について皇疏は｢有徳之

稀｣と説明するところからすれば,ここは有道とするのが正しいようである｡教堤本は

この七字を｢君子是有道之稀｣としていて,それを裏づける｡

己拳得先王之道(3a 6)
0

久原本無之字｡

而他人不見知(3a6)
○

江風本無而字｡

此是君子之徳也(3a 7)I
0 0

久原本無之字｡

国会図書本欄外に｢古写本君子之子無｣と校記,今該当するテキストを見ない｡

有徳己薦○可貴(3a7)

国会図書本,天文本,宝勝院本,足利本,根本本為字下有所字｡

国会図書本欄外に｢古写本馬下無所字｣と校記｡

放鳥教海之道　3a7
0

国会図書本故字作於字｡

国会図書本欄外に｢三本共作故　是｣と校紀｡

若人有鈍根不能知解者(3 a 8)
0

宝勝院本根字作根｡

字形の似ていることにより誤る｡

君子恕之(3a8)
○

蓬左本恕字作怒字｡

教壇.本もまた怒字とする｡

薦君〇着亦然也(3a8)
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国会図書本,天文本,江風本,宝勝院本,足利本,蓬左本,根本本君字下有子字｡

校勘記に｢桃革藤本根本本署下有子字,恐非｣とある｡

君子不憧之也(3a9)
○

国会図書本性字作怒字｡

国会図書本欄外に｢三本共怒之作憧之｣と校記｡

君子忠恕(3bl)
○

延徳本恕字作怒字｡

中於講嘩(3bl)
○

大槻本,江風本辱字作辞字｡

大槻本に｢異本舜｣と労記｡

凡注無姓名者皆是何平叔語也(3 b 2)
0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0

根本本間,諸本無此十三字｡

この皇疏は諸本では為政篇吾十有五章下にある｡敦塩本ではこの部分を欠くが,吾十

有五章下にこの皇流が見えるから,元来そこにあったのかもしれない｡

好犯上着鮮英(3b4)

参訂に｢按兼明書引皇侃云,犯上謂犯顔而謙,言孝悌之人必不犯顔而譲,輿此微異｣

という｡

犯謂諌寧也(3b5)
○

久原本寧字作辞字｡

以恭従薦性(3b5)
○

延徳本,林本,足利本,根本本同,諸本無以字｡

必格於不義(3b7)
○

久原本格字作路字｡
●

不欲存孝子之JL便都不諌(3 b 7)
○

宝徳本存字作在字｡

故熊理云　3b7
0

蓬左本熊字作能字｡

能とするは誤り｡

而復云鮮未着○ (3b8)
0 0

国会図書本英者二字倒｡

大槻本,延徳本,天文本,宝勝院本,林本,宝徳本,蓬左本,足利本者字下有英字｡

国会図書本欄外に｢三本共著実作奏者｣と校記｡

則生陵犯之漸(3b9)
○

参訂に｢漸疑作漸｣という｡
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則抑匡弼之心(3b9)
○

延徳本,宝徳本則字作用字｡

禰論教健也(3b9)
○

根本本禰字作稀字｡

校勘記に｢根本本欄作稗,恐誤｣とある｡　　　　　　　　　　　　　　　　　.

上謂凡在己上者也(4 a 1)
○

大槻本也字の労に｢本注無｣と注記｡

故日而○犯上者鮮実(4a 2)

根本本而字下有好字｡

嘗不義而寧之　4a3
0

大槻本,久原本,足利本,根本本字字作静字｡

大槻本｢異本　軍｣と労記｡

必不職鵠筒L階也(4 a 4)
○

江風本職字作臓字｡

必不作筒Lo (4a4)

宝勝院本に｢本也｣と労記,今そのようなテキストを見ない｡

侃案熊○解意(4a4)

江風本,久原本,林本熊字下有理字｡

然翫熊之解(4a4)
○

国会図書本歌字作視字｡

既不好犯上(4a5)
○

大槻本,延徳本,宝徳本無上字｡

国会図書本欄外に｢古写本犯下有(無字の誤りか)上字｣と校記｡

何煩設巧明(4a5)
○

林本設字作説字｡

心白○是恭順(4a5)

延徳本重日宇｡

延徳本｢異本無｣と労記｡参訂正｢按梁韓順,上文云,以恭種馬性,則此戎後人所

改,後凡作順者倣此｡｣という｡

必無菌L理(4a6)
○

大槻本,延徳本,林本,久原本,宝徳本無必字｡

云未之有也(4a7)
0 0 0 0

大槻本,延徳本,足利本云未之有四字作目未有之四字｡

国会図書本,天文本,江風本,宝勝院本,林本,久原本,宝徳本,蓬左本之有二字倒｡
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故君子必向慕之也(4 a7)
○

宝徳本無故字｡

解所以向慕本義也(4 a 8)
○

江風本向字作尚字｡

基立而後可大成也(4 a 9)
○

宝徳本基字作本字｡

故諸衆徳悉為慶大也(4 a 9)
○

大槻本,延徳本,宝徳本無衆字｡

校勘記に｢文明本労注異本無衆字,桃華藤本久原本輿文明本同,酒殿園本延徳本輿異

本同,今按衆字街｣とある｡

孝悌也老鶏仁之本輿(4 b l)

校勘記に｢文明本仁下無之字,諸本並有,今壊補正,古砂集解本正平板並仁上無為

字,皇疏諸本並有,永禄砂集解本邦疏本同,按此下疏但云,孝是仁之本,若以孝薦本則

仁乃生也,而泰伯篇君子篤於親章下疏引此旬,亦無為字,疑皇氏原本亦無為字｣とある｡

若以孝為本則仁○乃生也(4 b 2)
○

国会図書本,天文本,江風本,宝勝院本,蓬左本仁字下有義字｡

宝徳本無也字｡

国会図書本欄外に｢舌印二本共仁下無義｣と校記,宝勝院本｢義字嘗削,異本皆無｣

と校記｡

夫孝徳之本也教之所由生也(4 b 2)
0            0

林本無二也字｡

奄氏目先能事父兄然後仁○可成也(4 b 3)
0 0 0

国会図書本,天文本,江風本,宝勝院本,久原本,蓬左本仁字下有道字｡

延徳本｢異本無電氏日三字｣と校記｡校勘記に｢按皇疏諸本並有此三字,古紗集解本

正平板則無,疑延徳本労注所謂異本即集解本,非皇疏本｣とある｡

鮮共有仁(4b5)
○

延徳本｢一本無仁字｣と芳紀｡

巧言者便僻其言語也(4 b 5)
○

各本僻字作樺字｡

延徳本｢便人之善,樺人之惑也｣と労記｡

性有厚薄(4b8
0

国会図書本,大槻本,延徳本,宝徳本,宝勝院本,久原本,蓬左本厚字作浮字｡

故日鮮共有仁(4b9)
○

大槻本,延徳本,宝徳本,久原本,足利本無有字｡林本有字作在字｡
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大槻本｢異本仁上有有字｣と労記｡皇疏本は元釆有字が無かったのかもしれないO

令色無○質(4b9)

延徳本無字下有色字｡

校勘記に｢文明本質上有色字,恐街,今壊他本刑正｣とある｡

差姓曽(5a2)
○

根本本無蓋字｡

名参字子拳○ (5a2)
○

根本本馨字作興,国会図書本馨字作啓｡久原本拳字下有也字｡

国会図書本欄外に｢古写二本著作拳｣と校記,啓とするは誤り｡

曽予言(5a3)
○

久原本言字作日宇｡

三過日視察我身有過失否也(5 a 3)
0 0

大槻本,江風本,宝勝院本,林本,宝徳本,蓬左本否字作不字｡林本也字作乎字｡

忠中○也(5a4)

根本本中字下有心字｡

言鵠他人圏謀事○ (5a4)

根本本同,諸本事字下有計字｡

常轟我中心也(5a4)
0 0

根本本間,久原本中心二字作忠字,諸本中字作忠字｡

忠心とするのが正しいようである｡この個所を邪疏ほ｢鳥人謀事而得無不義忠心乎｣

という｡また為政篇｢孝慈則忠｣の皇疏に｢民皆轟喝忠心以奉其上也｣とある｡

所以三省観審恐失也(5 a 5)
0 0

国会図書本,久原本,根本本観審二字作視察二字,

天文本,江風本,宝勝院本,林本,足利本,蓬左本番字作察字｡

国会図書本欄外に｢古写本視察作翫審｣と校記｡

朋友交合本主在於信(5 a 5)
○

国会図書本,延徳本,天文本,江風本,宝勝院本,林本,蓬左本合字作合字｡

校勘記に｢文明本労注,合異本作合,清熊園本久原本輿文明本同,延徳本桃革頚本輿

異本同,玩其文義作交合者是｣とある｡

豊可興人交而不篤信乎(5 a 5)
○

宝徳本無人字｡

この皇疏より見ると皇悦のよった経文は｢輿朋友交而不信乎｣と言字がなかったのか

もしれない｡今見る諸本はいずれも｢輿朋友交言而不信乎｣とする｡

凡有所侍述(5a6)
0
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林本無所字｡

而妄倖之乎(5a6)
0 0

国会図書本欄外に｢古写本侍之作停｣と校記｡

況復凡人可不薦此〇三事乎　5a7
0 0

宝徳本不徳二字作故字,延徳本作無故二字｡

林本此字下有之字｡

我一日之中三過｡内祝我身有此三行否也　5 a7
o                            O

大槻本,延徳本,久原本,林本,足利本我字在過字下,無上我字｡

足利本間,諸本否字作不字｡

言凡所停○事(5a8)

各本俸字下有之字｡

古人言放必稀師也(5 b 1)
0       0

延徳本間,根本本此八字作以舌人言必稀師也,諸本故字作以字｡

大槻本,延徳本無也字｡

大槻本労注｢一本以字在古人上｣,この一本は根本本と合致する｡故字を武内氏は延

徳本によって改正したというが,延徳本故字に点を付し,以字を注記する｡延徳本が故

字と書するは紗写時の誤りか｡国会図書本欄外に｢古写本師也之也無｣と校記〇

千〇釆大国也(5b2)

宝徳本千字下有国字｡

司馬法日(5b4)
○

大槻本,延徳本,江風本,宝勝院本,宝徳本,蓬左本,根本本無日字o

国会図書本欄外に｢三本共法下無日宇｣と校記｡　　　　′

斉貴公時司馬嚢宜鵠軍法也(5 b 5)
0 0 0     0

宝徳本無貴公時三字｡

国会図書本,根本本妻字作穣字｡

国会図書本欄外に｢穣一作嚢,古写本同｣と校記｡史記列伝は穣宜とし,釈文所引も

また穣宜とする｡

蛙三尺也(5b6)
○

大槻本無蛙字｡

歩〇六尺也(5b6)
○

根本本同,大槻本,久原本歩字作方字,諸本歩字下有方字｡

古老賦田以官畝地給-農夫也(5 b 8)
○

根本本同,諸本以字作持字｡

持字と作るのが正しいようである｡ ｢而以拳而最先着｣ (1 a4)を参考o
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自随地肥敬及其家人多少耳(5 b 8)
○

宝勝院本,宝徳本,蓬左本敬字作碗字｡

天文本,江風本敬字作敬字｡

林本職字作撤字｡

宝勝院本｢異本作倣｣と労記あり｡王制釈文に｢肥填,本又作撒｣とあるので,王制

については填,激とするテキストがあったことがわかる｡

故王制云制鹿田首畝(5 b 9)
0 0 0   0

根本本同,諸本制鹿田三字作上農夫三字｡

延徳本畝字作夫字｡

今見る王制は｢制鹿田百畝,首畝之分,上農夫食九人｣とある｡皇侃の依った王制は

今本と異なっていたのだろうか｡

百畝之分(5b9)
○

宝徳本,宝勝院本首字作畝字｡

上農夫食九人(5b9)
○

久原本,林本食字作養字｡

則是万古歩者是三也(6 a 1)
0

宝徳本無是字｡

文義よりみて宝徳本が正しいようである｡

義○名之也(6al)

久原本義下有以字｡

故合三夫目馬屋也(6 a2)
○

根本本同,諸本合字作今字｡

長〇百歩(6a3)

延徳本長字下有者字｡

上下の文より見て,無いほうが正しいようである｡

以一尺耕伐地番涌通水(6 a 5)
○

国会図書本,天文本,江風本,宝勝院本,蓬左本耕字作柄字｡

国会図書本欄外に｢古印二本共柄伐作耕伐｣と校記｡ ｢柄伐贋一尺｣という皇疏から

みて,ここは柄とするのが正しいようである｡参訂に｢朱型家日,耕疑作柄,字書滴音

節,類篇温也,伐地為涌,其義未詳｣とある｡

水流畝畝然(6a5)
0 0 0 0 0

根本本水字上有流字｡

大槻本,延徳本,宝徳本此五字作ミ流ミ畝ミ然｡

足利本此五字作流ミミ畝ミ然｡
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大槻本,延徳本,宝徳本,足利本はいずれも流水流畝畝然となり,首の流字は上旬に

付すのであろう｡参訂に｢按畝畝及日畝,並疑略即吠字,音姑弦切｡匠人云, -柄之伐

贋尺深尺謂之略,田首倍之,贋二尺深二尺謂之遂｡田《説文作く水中流也｡然匠人云,倍

く薦遂,倍遂馬溝,倍溝番地,倍地鳥《,音古外切,輿槍同｡説文日,水流《《也｡匠

人云,方首里馬同,同間虞二尋深二鳳　謂之《,是く輿《大小相去甚遠,而字音亦各不

同｡今皇氏誤記説文,混而合之,似非｡｣という｡

謂之馬溝(6a6)
○

大槻本,宝徳本無徳字｡

此十井之地政之(6a 7)
0 0 0

宝徳本無十井之三字｡

従卒二人也(6a8)
0

大槻本,延徳本,宝徳本,宝勝院本,林本,蓬左本,足利本無卒字｡

従卒二十人也(6b l)
○

宝徳本無卒字｡

故謂城也(6bl)
0

大槻本,延徳本,宝徳本,久原本,足利本城字作成字｡

其地千城○ (6b2)

各本城字下有也字｡

即是千城也則客千乗也(6 b 2)
0 0 0 0 0 0       0

宝徳本無即是千城也則六字｡林本無釆下也字｡

文義よりみて, ｢即是千城也｣はあるいは労注が疏文に寛人したものかもしれない｡

○合成方十里者九百也(6 b 4)

大槻本合字上有既字｡

国会図書本欄外に｢古写本合上有既字｣と校記｡
l

今取方首里者-而〇六分破之(6 b 5)
○

延徳本,根本本同,宝徳本而字作音字,諸本而字下有首字｡

延徳本,根本本が正しいようである｡労注が疏文に入ったのであろうか｡敦堤本もま

た延徳本,根本本と同じ｡邪疏ほ｢以此方首里者一六分破之｣とする｡

毎分得虞十六里(6b 5)
0   0

宝徳本無毎字｡

大槻本,宝徳本得字作方字｡

教壇本は毎字を則字とする,ただ邪疏は毎字である｡得字を方字とするは誤り｡

長首里(6b5)
0 0 0

宝徳本無長首里三字｡
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其○虞十六里也(6b5)
0            0

延徳本其字下有飴字｡

敦蛙本には英字,也字がない｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲

設法特埠前三首里南西二遵(6 b 6)
0 0

大槻本特字作持字｡

大槻本,天文本,足利本,蓬左本坪字作梓字,下同｡

教壇.本ならびに邪疏は,蝉字である｡

方十六里者- (6b7)
○

宝徳本無方字｡

宝徳本の誤り｡

又方一里者五十六里也(6 b 7)
0           0 0

蓬左本一字作十字｡

十字とするは誤り｡敦燈本には,五十六里也の里也二字がない,正しいようである｡

是少方一里者二百五十六里也　6 b 7
0

宝徳本無六字下里字｡

この畳字,敦蛙本にもない,正しいであろう｡邪疏もまた同じ｡

埠方三首里商連(6b 8)
○

大槻本無里芋｡

里字無きは誤り｡

又設法被而坤三百十六里商連(6 b 9)
0 0

大槻本,延徳本,宝徳本無法字｡

敦堤本は法字がなく設字を説字とし,邪疏もまた法字がなく,設字を復字とする｡

故云方三首〇十六里有奇也(7 a 1)

天文本十字上有一字｡

賜魯軍事千乗也(7 a4)
○

林本無也字｡

此亦輿周同也(7a6)
○

林本也字作法字｡

井十為栗　7a7
0

各本葉字作釆字｡

敦堤本もまた乗字とする,実字とするのは誤り｡

○此一道便出一乗(7 a 7)

各本此字上有今字｡

敦堤本もまた今字がある,有るのが良いだろう｡校勘記に｢諸本釆下有今字｣という



54 論語義疏学而篇札記

は,一乗という語によって誤ったのであろう｡

○方十旦者　7a8)

足利本方字上有今字｡

今字が有るのは誤りであろう｡

奄氏依孟子王制(7b l)
0 0 0 0

各本孟子王制四字作王制孟子四字｡

樺文所引,邪疏いずれも王制孟子とする｡ただ皇疏｢孟子及王制之言｣とするところ

から見ると,皇侃のよったテキストは,孟子王制となっていたのであろうか｡

皆如○葛氏所説也(7b 1)

足利本如字下有是字｡

故雨存蔦｡ (7b2)

宝勝院本,蓬左本蔦字下有之字｡

大槻本｢本注之字也｣と労注｡

故我今注爾録存之也(7 b 3)
○

宝徳本存字作在字｡

曲鰻云塀不敬(7b4)

大槻本尊字作無字｡

曲鰻は塀字とする,釈文に｢鼻不敬,音無｣とある｡

難富有一国之財(7b7)
0 0

久原本無之字｡

宝徳本無之財二字｡

敦堤本もまた之財二字がなく,宝徳本と一致する｡

故云愛人也(7b8)
○

大槻本無也字｡

国会図書本欄外に｢古写本人下無也｣と校記｡

節用而愛人(7b8)

各本有奄氏日節用者不香修也閣以民薦本故愛着之也二十字注｡
○

国会図書本,江風本無之下也字｡

国会図書本欄外に｢三本共之下有也｣と校記｡

以時謂出不遇三日(7b8)
(⊃

根本本同,諸本出字作歳字｡

敦堤本もまた歳字とする,鰻記王制に｢用民之力,歳不遇三日｣とある,歳とすべき

である｡歳字を甲と抄書する(延徳本,宝徳本,宝勝院本,蓬左本,足利本)ことによ

って出字に誤ったものであろう｡
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便之則唯指鈴繁○ (7b9)

根本本零字下有也字｡

父母○開門之内(8a3)

根本本母字下有在字｡

接外之声睦(8a4)
0

延徳本接字作扉豊字｡

延徳本按字を労記｡

在親可知也　8a4
0

林本無也字｡

汎○虞也(8a5)

天文本汎字下有者字｡

君子尊賢容衆(8a5)
○

延徳本尊字作貴字｡

故虞愛一切也(8a 5)
0          0

江風本無故字｡

敦堤本には故字,也字がない｡

故見有仁徳者而親之也(8 a 5)
○

林本無故字｡

林本ここに親字を労記｡

但虞愛之而巳○ (8a6)

根本本間,諸本己字下有也字｡

行者所以行事己華之跡也(8 a 6)
0   0

宝徳本無以,事二字｡

随須而輿(8a8)
○

国会図書本欄外に｢写本随下須作順｣と校記,しかし今順字に作るものを見ない｡

則此人便是賢於賢者(8 b 3)
0 0

大槻本,久原本無則字｡

天文本,宝徳本,宝勝院本,蓬左本,足利本無此字｡

然云賢於賢者(8b3)
0

国会図書本,延徳本,天文本,宝徳本,宝勝院本,久原本,蓬左本無者字｡

国会図書本欄外に｢古印二本亦上有者字｣と校記｡

亦是奨勧之酎也(8b 3)
0   0     0

久原本勧字作進字,林本無也字｡

敦堤本には是字,也字がない｡
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則嘗改易其平常之色○ (8b4)

根本本同,諸本色字下有也字｡

則善○ (8b6)

各本書下有也字｡

故云必有信也(9a 2)
○

根本本同,諸本云字作言字｡

仮令不畢(9a3)
○

根本本命字作合字｡

錐云未畢而可謂巳拳也生而知者上(9 a 4)
0 0

大槻本無也字,国会図書本生字作拳字｡

国会図書本が拳字とするのほ誤り｡

若未拳而能知(9a5)
○

根本本能字作皆字｡

蓋仮言之以働善行也(9 a 5)
○

林本無之字,大槻本之字作也字｡

静貧操本(9a5)
○

大槻本線字作疎字,根本本作題字｡

大槻本｢疎異本作操　薦是｣と労記,根本本は字形の似ていることによって誤ったの

であろう｡

君○不重則無威(9a6)

根本本同,諸本君字下有子字｡

文義よりみて子字を補うのが正しいであろう｡

拳又不能堅固識其義理也(9 a 7)
O          o o

国会図書本文字作之字,江風本作亦字｡

江風本無其字｡

足利本義字作我字｡

国会図書本欄外に｢三本共之作又｣と校記｡

固弊也(9a8)
0

根本本弊字作蔵字,下同｡

校勘記に｢根本本弊作蔽,邪本同,吉田豊壌云,本邦奮砂集解諸本皆作弊,今按皇本

注文疏文並作弊,興奮砂集解本同｣とある｡

孔謂固薦弊(9a8)
0

根本本謂字作訓字｡

国会図書本欄外に｢写印二本謂作訓｣と校記｡今抄本で訓とするものを見ない｡
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言人既不能敢重(9 a8)
○

国会図書本欄外に｢写本散(敢の誤り)作敦｣と校記｡今敦とする砂本を見ない｡邪

本注,疏ともに敦とする｡参訂に｢慮文昭日,敢晋作敦,蓋因宋韓致講,輿下疏並常改

正｣とあり,参訂欄外に｢敦重作敢重,自是彼囲倦鳥之靴,未必是避宋韓也｣という｡

猶詩三首一言以蔵之徹也(9 a 9)
0   0

大槻本,延徳本,宝徳本,林本,足利本上蔵字作弊字｡

根本本同,諸本下蔵字作弊字｡

｢詩三百,一言以蔵｣の蔵,大槻本,宝徳本,林本,足利本では弊とする｡

畢○不能堅固識其義理也(9 a 9)
○

宝徳本,林本拳字下有又字｡

国会図書本無也字｡

大槻本は拳の労に｢又本注｣と注記,また天文本では亦を労記する｡邪本には又があ

る｡皇疏よりみると,又が有るようであるが,国会図書本皇疏(9a7を参考)では拳

之とする｡国会図書本欄外に｢三本共理下有也字｣と校記｡

首行之主也(9b2)
0 0

林本主字作至字,敦堤本無也字｡

則己有日損(9b3)
○

大槻本,延徳本,久原本無有字｡　.

則勝己者豊友我耶也(9b 4)
0 0 0 0         0

大槻本,延徳本,宝徳本,久原本,林本無者字｡

根本本無也字｡

敦堤本には則勝己者の四字がない｡

揮友必以忠信者馬主(9 b 4)
0 0   0

大槻本揮字作執字｡

延徳本友字作善字｡

林本,･根本本同,諸本無以字｡

国会図書本欄外に｢古写本揮友作執友｣と校記,以字は敦堤本にもない,諸本と一致｡

不取忠信不知己者耳(9 b 4)
○

久原本取字作敢字｡

字形の似たことによって誤ったのであろう｡

不論飴才也(9b5)
○

林本無也字｡

上同心於文王(9b7)
0 0

根本本同,林本同心二字倒｡
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延徳本心字作志字,諸本無心字｡

教壇本もまた心字がなく,諸本と一致する｡正しいようである｡

此直自論才同徳等而相親友耳(9b8)

○
国会図書本徳字作従字｡

国会図書本欄外に｢三本共従作徳｣と校記｡

便騨善果之誠(9b9)

○
大槻本,久原本,林本樺字作僻字｡

博難也(10a3)
○
足利本無也字｡

鄭心則言嘗親於忠信之人也(10a3)

参訂に｢慮文詔日,心則二字疑街｣｡参訂欄外に｢鄭心則猶云鄭意如此也,心則二字

非行｡皇解主字馬首行之主,輿鄭意異｡故云,鄭心則言常親於忠信之人也｡｣という｡

鄭心が正しいであろう,敦堤本が心字を意字とすることもまたそれを証するだろう｡

人子宜窮其哀戚(10a4)

00
足利本哀戚二字倒｡

欣新忘醤(10a6)

○
宝徳本忘字作忽字｡

義士之所奔(10a6)
○

久原本土字作事字｡

則民下之徳目蹄於厚也(10a8)

00
宝勝院本徳字作柁字,下同｡

久原本徳字作¥=i.
ts字｡

林本無也字｡

花,旨はいずれも徳字であろう｡

君徳既厚(10a8)

00
大槻本署徳二字作能字,延徳本徳字作能字｡

国会図書本欄外に｢古写本君徳作能一字｣と校記.抄本で徳字を柁あるいは巳とする

(国会図書本,宝勝院本,久原本にその例が見える)ことから,さらにそれが能字に諭

したのであろうか｡敦蛙本は君徳既厚である｡

人君能行此二者(10b2)
○

大槻本能字の労に｢本注無｣と注記｡邪本には人字がない,人字についての注記か｡

民化其徳而皆蹄於厚也(10b2)

○
宝徳本無也字｡

禽間子貢(10b5)
○
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校勘記に｢禽疑晋作克,子貢答禽之禽字亦同,下文云克又問言云云,是即其雷｡｣と

ある｡

輿語○不定之宵宰也(10b 5)

国会図書本,天文本,江風本,宝勝院本,蓬左本,林本譜字下有助字｡

国会図書本欄外に｢古印二本共不上無助字｣と校記｡ ｢輿,語助也｣ ｢抑,語助也｣

｢之,語助也｣などとみえるから,助字の有るほうが良いようである｡

必先逆聞其○風政(10b 6)
0   0

宝徳本無共,風二字｡久原本英字下有国字｡

敦塩本には風字がない,宝徳本と一致する｡久原本は前の疏によって入ったものか｡

克又問言(10b 7)
○

延徳本言字作日宇｡

薦是就其国主求而得之不乎(10b 6)
○

根本本不字作否字｡

薦治而聞之不平(10b 7)
0 0

根本本不字作否字｡

国会図書本,江風本,宝勝院本,蓬左本乎字作也字｡

子禽弟子陳克也字子禽也(llb 8)
0 0 0 0 0

延徳本｢也字子禽也五字異本無｣と労記,大槻本｢本注字子禽也四字無｣と労記｡校

勘記に｢吉田豊壌云,皇疏本永禄砂集解本陳克也下有字子禽也四字,名賜下又有字子爵

也四字,今按古砂集解本正平板並唯有字子爵也四字,無字子禽也四字｣とある｡

必輿聞其国政(Ha l)
○

大槻本圃字の労に｢本注邦字｣の注記｡

求而得之耶(Ha l)
0 0

大槻本之字の労に｢本注無｣の注記｡校勘記に｢文明本労注異本耶作欺,久原本輿異

本同｣とある｡

抑人君自願輿為治耶也(lla 1)
○

国会図書本,大槻本,天文本,宝勝院本,久原本,根本本無也字｡

故梁巽云(lla 3)

梁巽とは,釈文序録に｢梁穎注十巻,天水人,宋晋国博士｣とある人であろう｡参訂

に｢巽疑作頴下同,按七録有頚論語注釈十巻,頚東晋国子博士,戎作執　蓋以音相近,

故靴為藁耳,若後漠之梁巽,史言其裁能書計,又烏足以辱聖典耶｣という｡

子責答禽説孔子所以得逆聞之由也(lla 4)
0 0

林本無也字｡

敦堤本には由也の二字がない｡
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言夫子身有此五徳之美(lla 5)
○

大槻本,延徳本,宝徳本,林本,久原本,足利本身字作目字｡

敦堤本は身とする｡

推己以測人(lla 6)
○

久原本測字作側字｡

親其民之五徳(Ha 7)
○

国会図書本歌字作視字｡

国会図書本欄外に｢舌印二本共視作歌,下同｣と校記｡国会図書本は下文にわたって

何注皇疏の敬字を視字としているが,父在敬其志父没敬其行の敬はそのままである｡と

ころで,翫字を相と紗写することがある｡ここも,何注,皇疏と細字の部分が視となっ

ているのは,観を至硯と砂写したものが(天文本も親を三成としている)視に誤ったのでは

ないだろうか｡敦堤本はいずれも親である｡

則○政教恭倹譲也(lla 8)

大槻本則字下有其字｡

国会図書本欄外に｢古写本則政之間有其字｣と校記｡上下の文よりみると,共が入っ

たほうが文が整う｡参訂に｢朱型家日,則下疑脱其君二字,教下疑脱之字｣という｡

其諸異乎人之求之輿也(lla 9)
○

大槻本之の労に｢之,也本注無｣と注記｡

人則行就彼君求之(Hb l)
○

宝徳本行字作往字｡

故日異也(llb 2)
0   0

延徳本日字作云字,林本無也字｡

敦堤本は也字がない｡

言夫子行此五得而得之(lib 4)
○

各本得字作徳字｡

校勘記に｢文明本労注異本得作徳,久原本桃革藤本延徳本根本本並輿異本同｣とあ

る｡

興人求○異(lib4)

各本求字下有之字｡

大槻本は之の労に｢本注無｣と注記｡

明人君自願求輿薦治之也(lib 5)
0     0   0 0

大槻本,延徳本,宝徳本無願字｡

宝徳本無為字,根本本無之字,林本無也字.

大槻本臼求の労に｢本注願字｣と注記,之の労に｢本注無｣と注記｡
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政是人君所行(lib 6)
0         0

国会図書本政字作故字｡

延徳本,宝徳本無行字｡

国会図書本欄外に｢三本共改作政｣と校記｡敦堤本は政字がないo　　'

見於民下○ (lib6)

国会図書本下字下有行字｡

国会図書本欄外に｢三本共民下下無行字｣と校記0

日輿之也(lib 6)

宝徳本此句下有明人君白願輿薦治也九字集解注｡

宝徳本との旬の労に｢九字異本無｣と注記｡

父在観其志父没親英行(lib 7)
○

天文本下翫字作視字｡

親其民之五徳(Ha 7)において,敬-捕-視と想定したが,天文本は上の観は柑と

し,下の敬を視とする,これもまた上述の推測を裏づけようo

其其於人子也(lib 7)
0 0

大槻本,足利本其於二字作指字｡

久原本無於字｡

国会図書本欄外に｢古写本其於二字作指一字｣と校記o

膝有善悪(lib 8)
○

延徳本有字作在字｡

故可観志也(lib 9)
O"

国会図書本,天文本敬字作視字,下同o

国会図書本欄外に｢三本視作観下皆同｣と校記o

則観此子所行之行也(lib 9)
○

足利本無也字｡

放歌其志而己也(12a 1)
○

根本本無也字｡

大槻本は也の労に｢本注無｣と注記｡

○聞善事使者(12a 2)
○

江風本間字上有則字｡敦蛙本書字作悦字,下同｡

聞善｡則不菩也(12a 2)

国会図書本書字下有事字｡

国会図書本欄外に｢三本共善則之間無事｣と校記o　教堤本もまた事字があり,それが

正しいようである｡
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父没乃親其行也(12a 2)
○

江風本無也字｡

国会図書本欄外に｢古写本行下無也字｣と校記｡

其義有二也(12a 4)
○

宝徳本無也字｡

蓋復識政之是非(12a 4)
○

大槻本政字作改字｡

二則三年之内(12a 5)
○

国会図書本二字作一字｡

国会図書本欄外に｢三本共下-則作二則｣と校記｡

哀慕心事亡如存(12a 5)
○

宝徳本無心字｡

敦堤本にも心字がなく,宝徳本と一致｡

則所不忍改也(12a 5)
○

宝徳本無也字｡

敦塩本にも也字がなく,宝徳本と一致｡

恵教傷民(12a 7)
○

宝徳本教字作交字｡

敦堤本もまた交字とし,宝徳本と一致｡

若卿大夫之○恵(12a 8)

足利本,根本本之字下有心字｡

国会図書本･大槻本,天文本,江風本,宝勝院本,蓬左本,林本,久原本之字下有政字｡

校勘記に｢文明本労注異本恵上有政字,清熊園本輿文明本同,久原本桃革藤本輿異本

同,根本本恵上有心字,疑正字之誘,正政古通｣とある｡

以鰻槍民跡(12b 1)
○

根本本間,諸本検字作槍字,下同｡

跡槍心和(12b 2)
○

国会図書本心字作必字｡

故風化乃美(12b 2)
○

参訂に｢故字疑街｣という｡

不以鰻節之(12b 5)
0 0

延徳本以鰻二字倒｡

亦不可行○ (12b 6)

各本行字下有也字｡
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此明○行楽須鰻也(12b 6)

林本明字下有乃字｡

則於事亦不得行也(12b 6)
○

江風本則字作即字｡

上純用扉豊不行(12b 7)
○

国会図書本,大槻本,久原本紀字作能字｡

国会図書本欄外に｢写印二本共能作純｣とある｡

馬融日(12b7)
○

天文本に日宇の労に｢有言｣と注記｡

言可復也(13a 1)
○

宝徳本復字作覆字,下同｡

宝徳本に｢異本復｣と注記｡校勘記に｢文明本無也字,諸本並有,今接補正｣とある｡

此信之言乃可復験也(13a 2)
○

宝徳本無也字｡

答日昔有尾生(13a 3)
0

根本本同,諸本有字作在字｡

国会図書本欄外に｢写印本共昔在作昔有｣と校記｡敦堤本は｢昔尾生｣とし,有字が

ない｡

輿一女予期於梁下(13a 3)
○

大槻本,延徳本,宝徳本,久原本無一字｡

国会図書本欄外に｢古写本一女之一字無｣と校記,敦燈本もまた一字がなく,上記諸

本と合する｡

後一日急暴水溺(13a 3)
0     0

久原本急字作忽字｡

延徳本,宝徳本溺字作長字｡

林本溺字作波字｡

敦堤本は｢忽暴水長｣とし,上記諸本と合する｡

故日近○義也(13a 6)

各本近字下有於字｡

則不○得為向者通也(13a 6)

足利本,根本本不字下有可字｡

言信不必合宜(13a 6)
○

大槻本は言字の労に｢本注｣と注記｡

恭是遜従(13a 8)
0



64　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論語義疏学而篇札記

大槻本遜字作孫字｡

鰻是鰻○別(13a8)

林本鰻字下有則字｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　､

則遠於恥辱(13a 9)
○

久原本於字作猶字｡

遜従不合鰻者何(13a 9)
○

足利本無者字｡

猶如遜在林下(13a 9)
○

根本本間,諸本林字作床字｡

及不慮辞而辞之○屠也(13a 9)
○ノ

大槻本,天文本,江風本,宝勝院本,蓬左本,久原本,林本,根本本之字下有之字｡

国会図書本欄外に｢三本共之下重有之字｣と校記｡校勘記に｢文明本也誤作乎,今改

正｣とある｡教堤本は之字を重せず,また也字がない｡

○恭不合鰻(13b 1)

大槻本,延徳本同,諸本恭字上有奄氏日三字｡

大槻本に｢奄氏日本注｣と労記｡校勘記に｢文明本労注異本此上有奄氏日三字,延徳
/

本滑熊園本輿文明本同,久原本桃撃療本根本本輿異本同｣とある｡敦塩本は｢奄氏日｣

三字なく,大槻本,延徳本と一致する｡

乃是非藤(13b 2)
0 0 0

根本本同,諸本是非二字倒｡

敦塩本には乃是二字がない｡

亦可宗敬也(13b 4)
○

校勘記に｢院元云,皇本宗下有敬字,余所見皇疏諸本皆然,唯久原本労注云,異本無

敬字,按此下孔注云,所親不失其親,亦可宗敬也,皇疏則云,亦可宗者,亦猶重也,能

親所親則是重篤可宗也,疑皇侃所壕経文本無敬字,今本有敬字,蓋渉注文而寛人者｣と

ある｡敦堤本には敬字がなく,校勘記にいうことが正しいだろう｡

親不失其親(13b 5)
○

宝徳本無英字｡

宜相和睦也(13b 5)
○

林本無也字｡

敦塩本にもまた也字がない｡

則是汎愛衆而○親仁(13b 5)

久原本而字下有所字｡

乃義之輿此(13b 5)
0
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宝徳本乃字作及字｡

敦堤本もまた及字と作り,宝徳本と一致する｡

堰母輿因母同(13b 8)

寒服侍に｢堰母之配父輿因母同｣とあり,その注に｢因猶親也｣とある｡敦堤本には

噌母二字がない｡参訂に｢朱型家日,因古亦通薦婚姻之姻,故訓翁親,康成注大司徒
■

云,姻親子外親,責疏引論語云,因不失其親,嚢服侍云,輿因母同｣とある｡

故孔亦謂此因為親是也(13b 8)
0 0

宝勝院本重是字｡

大槻本無是字,宝徳本無是也二字,久原本無也字｡

国会図書本欄外に｢舌写本親下無是字｣とある｡教壇本もまた是字がなく,それが正

しいようである｡

此働人拳也既所慕在形骸之内(13b 9)
○

国会図書本既字作即字｡

国会図書本欄外に｢三本共即作既｣と校記する｡

一箪一瓢(14a 1)
○

大槻本,延徳本,江風本,宝勝院本,蓬左本,久原本,林本草字作箪字｡

是無求安也(14a 1)
○

国会図書本無也字｡

敏疾也(14a 3)
○

宝徳本敏字作故字｡

疾拳於所拳之行也(14a 3)
0

根本本無拳字｡

校勘記に｢根本本疾下無単字,似是,然諾抄本皆有,今姑の其奮｣とある｡今見ると

ころの諸抄本もまた単字がある｡文義よりみて無いほうがいいだろう｡

若拳前言之行(14a 5)
0 0

天文本言之二字倒,根本本此六字作若前拳之言行｡

校勘記に｢文明本若誤作君,今依諸本改正,拳前言之行,根本本作前拳之言行,久原

本作尊前之言行｣とある｡

心有疑昧(14a 5)
○

江風本心字作必字｡

江風本に｢異本心｣の労注あり｡

則往就有道徳之人決正之也(14a 5)
0                  0

国会図書本就字作聴字｡

林本無也字｡
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国会図書本欄外に｢三本共聴作就｣の校記あり｡

可謂好皐也実己(14a 5)
0 0

宝徳本,林本,足利本,根本本英己二字倒｡

大槻本に｢本注己英｣との労注あり｡校勘記に｢豊壌本根本本也英巳三字作也己実,

輿為政篇攻乎異端斯害也己英句法全同,文明本久原本桃革藤本並此章句末作也英己,為

政篇則作也実己,按隻壊本輿古紗集解本正平板同,文明本輿永禄妙集解本合｣という｡

合結食無求飽以下之事(14a 5)
○

国会図書本給字作給字｡

国会図書本欄外に｢三本共給作結｣と校記する｡

有道者謂有道徳者也(14a 7)
○

大槻本は者の労に｢本注無｣と注記｡

正謂間事○是非也(14a 7)

林本事字下有之字｡

子京間日(14a 8)
○

大槻本は問の労に｢本注無｣と注記｡校勘記に｢邪本子責下無間字,皇疏諸本並有,

唯文明本労注云,異本無間字,院氏校勘記云,按皇疏云,子京間言,若有貧者能不横求

何如,故云貧而無諮也,邪疏云,若能貧無諮イ妻,富不騎逸,子貢以鵠善,故間夫子日,

其徳行何如,接此則古本嘗有問字｡｣とある｡

非分横求日諮也(14a 8)
○

国会図書本横字作猶字｡

国会図書本欄外に｢三本猶作横　是｣と校記する｡

好以非分横求也(14a 8)
○

宝徳本好字作子字｡

若有貧者能不横求(14a 9)
○

国会図書本若字作売字｡

国会図書本欄外に｢三本共元作若　是｣と校記する｡

菰寧云(14a 9)
○

各本寧字作宵字｡

不以正道求人鵠諮也(14a 9)
○

足利本無也字｡

陵上慢下目騎也(14b 1)
○

大槻本陵字作凌字,下同｡

故問云何如也(14b 2)
○

国会図書本欄外に｢古写本問下無云字｣と校記あり,しかし,今諸抄本で云字がない
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ものを見ない｡ただ敦堤本には云字がなく,国会図書本の校記と一致する｡

滞宵云(14b 3)
○

大槻本宿字作寧字｡

有勝於無諮○者也(14b 4)

延徳本諮字下有騎字｡

未若貧而楽道(14b 4)
○

敦堤本には道がない｡校勘記に｢邪本無道字,按集解兼采孔鄭二注,孔注無道字,鄭

注有道字,皇疏此下引孫縛云,顔氏之子一箪一瓢,人不堪愛,回也不改其楽也,八倍篇

起予者商也下,引沈居士云,孔子始云,未若貧而栗道云云,是六朝時論語,道字戎有戎

無,唐石経則労添道字,蓋石経労添字,宋入所加,開成刊定時無有也,今教皇邪雨疏,

二本常有道字,今本邦疏無之者,疑是後人依石経所校改｣という｡

貧而無諮乃是為可(14b 4)
0     0

足利本無字作不字｡

国会図書本,大槻本,延徳本,天文本,江風本,宝勝院本,蓬左本無是字｡

回也不改其楽也(14b 5)
○

大槻本,延徳本,天文本,江風本,宝勝院本,宝徳本,蓬左本,久原本無英字｡

富而貯蔵者也(14b 5)
○

宝徳本無也字｡敦堤本もまた也字がなく,宝徳本と一致する｡

然不云富而楽道(14b 6)
○

宝徳本無道字｡敦堤本もまた道字がなく,宝徳本と一致する｡

貧者多憂而不柴(14b 7)
0 0 0 0

根本本間,各本而字作好字｡敦堤本では者多憂がなく,而を好とする｡

故言責睦也(14b 7)
○

江風本言字作云字｡

不以貧購鵠憂苦之也(14b 9)
○

根本本無之字｡

大槻本は之字の労に｢本注無｣の注記あり｡

顔原是也(14b 9)
○

延徳本間,諸本原字作屠字｡

詩日如切如瑳(15a 1)
○

根本本日字作云字｡

富而好テ睦者(15a 4)
○

大槻本は者字の労に｢本注無｣の注記あり｡

解所以可言詩○也(15a 7)
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各本詩字下有義字｡

｢此解知和而和不以絶食節義也｣などという皇疏よりみると,義字は有るほうが正し

いようである｡

諸之也(15a 8)
○

林本無也字｡

故日可輿言詩実(15a 9)
○

根本本同,諸本無実字｡敦堤本もまた実字がなく,諸本と一致する｡

夫所貴悟言要(15a 9)
○

宝勝院本,蓬左本悟字作催字｡

既得其言又得其旨也(15a 9)
○

延徳本又字作以字｡

可以知不徳衛君(15b 1)
○

延徳本無徳字｡

不欲指言英語(15b 1)
0     0

宝徳本指字作旨,足利本譜字作言字｡

敦堤本では,指を直として,語を悟としている｡

書取類也(15b 3)
○

根本本無也字｡

往告○以貧而楽道(15b 3)

各本告字下有之字｡

大槻本は之字の労に｢本注無｣と注記｡

釆答以切瑳琢磨者也(15b 4)
○

大槻本は也字の労に｢本注無｣と注記｡

義同乎鼓(15b 4)
○

国会図書本欄外に｢写本乎作手｣と校記,今千とするテキストを見ない｡

子貢知心○属己(15b 5)
○

延徳本,宝徳本心字下有以字｡敦堤本は心字を以字としている｡

故引詩以馬喰也(15b 5)
○

国会図書本,宝徳本,江風本,足利本無以字｡

国会図書本欄外に｢三本共詩下有以字｣と校記,敦堤本もまた以字がなく,これら諸

本と一致する｡

不恩人之不己知也(15b 6)
○

宝徳本無也字｡

大槻本は也字の労に｢本注無｣と注記｡校勘記に｢樺文出息不知也,云本或作息己不
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知人也,俗本妄加字,吉田豊壌云,窺嘗考論語例,有同語重見者,有語小異而義同者,

如此章輿里仁篇不慮莫己知求為可知也,憲問篇不息人之不己知慮己無能也,衛憂公篇君

子病無能蔦不病人之不己知也章,重見塵出,意義一同,則知陸本番正也,今按皇疏云不

愚人不知己但息己不知人耳,壊此則皇本営作息己不知人也,蓋皇侃所壕経文興隆本不同

也｣という｡

王粛日徒息己○無能知也(15b 8)
○

大槻本,延徳本,富徳本,宝勝院本,蓬左本無此注十字｡

林本,足利本はこの十字を補う,また国会図書本欄外に｢古写本無王粛十一字｣と校

記｡天文本,林本,久原本,足利本,根本本は徒を但とし,国会図書本,天文本,江風

本,林本,久原本,足利本,根本本では,己の下に之字がある｡校勘記に｢今敦其注義

輿皇解不合,疑皇本原無此注,今本有之則後人壕永禄砂集解本所補｣とある｡

(1973. 10. 31)


